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 1.5T MRIを用いた以前の報告と同等であった理由として、片岡らは3.0T MRIは1.5T MRI
と比較し、子宮体部の描出は改善されないことを挙げている。また、最近ではT2強調像で
の腫瘍と内膜直下筋層とのコントラスト対雑音比、ダイナミックスタディにおける画質や
造影効果は1.5T MRIと3.0T MRIで明らかな有意差はないとの報告もある。以上のことより
筋層浸潤評価における3.0T MRIの画像は1.5T MRIと比較し優れているとは言えず、同等の
診断能になると予想される。 
 
 
結 論 
子宮体癌の筋層浸潤の評価において、3.0T MRIは1.5T MRIと同等の高い診断能を有して
おり臨床上有用である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
